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相談・申込窓口のご案内

◎親と子の療育支援センター おおぞら　ＴＥＬ.072-294-7943  ＦＡＸ.072-298-0216
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◆親と子の療育支援センターおおぞらでは、子どもの
発達や療育の相談と右記の施設の利用について
相談を受け付けています。

右のQRコードから事業団ホームページの「携帯端末版
緊急情報」につながります。台風情報等は、テレビ・ラジ
オ等の気象情報で確認をお願いします。

@sakaishi_sha
Twitterによる時間外の緊急情報の発信 時間内の緊急情報の発信

なお、ツイートに対し返信をいただいても、フォローや
返信はしませんのであらかじめご了承ください。

みんなでおとまり はじめての経験に

　年長の子どもたちは、普段と違ってみんな大きなカ
バンを持って登園。保育ではお買い物に行ったり、花火を
したり、お友だちと一緒にお風呂にも入りました。おやすみ
の時間になる頃には、少しさみしくなってすぐに寝付けないお
友だちもいましたが、やがて夢の中・・・。翌朝、家族との対面式で
は、家族に会った時の子どもたちのそれぞれの表情がとっても感
動的でした。先生やお友だちといっしょにたくさん初めての経験
をした子どもたち。一回り大きくなったね。ご家族のみなさんにと
っては子どもさんのことを改めて考える機会になったのではない
でしょうか。職員も宿泊保育を通して子どもたちの一日の生活を
知ることで、これからの療育につなげる貴重な機会になりました。

わわくわく！ く！ ドキドキ！キ！わくわく！ ドキドキ！

お泊り保育を行いました。
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7

平成２4年度　決算

＜事業活動収支計算書＞ ＜資金収支計算書＞

事業活動
収支の部

事業活動外
収支の部

経常活動
による
収支

施設整備
等による
収支

財務活動
による
収支特別収支

の部

繰越活動
収支差額
の部

経常収支差額（７）＝（３）＋（６）

当期活動収支差額（１１）＝（７）＋（１０）

勘定科目 決算額 勘定科目 決算額
事業活動収入計（１）
事業活動支出計（２）
事業活動収支差額（３）＝（１）－（２）
事業活動外収入計（４）
事業活動外支出計（５）
事業活動外収支差額（６）＝（４）－（５）

特別収入計（８）
特別支出計（９）
特別収支差額（１０）＝（８）－（９）

前期繰越活動収支差額（１２）
当期末繰越活動収支差額（１３）＝（１１）＋（１２）
基本金取崩額（１４）
基本金組入額（１５）
その他の積立金取崩額（１６）
その他の積立金積立額（１７）
次期繰越活動収支差額（18）=（13）+（１４）－（１５）＋（１６）－（１７）

当年度末 前年度末 増減
負債の部

純資産の部

予備費（１０）
当期資金収支差額合計（１１）＝（３）＋（６）＋（９）－（１０）

経常収入計（１）
経常支出計（２）
経常活動資金収支差額（３）＝（１）－（２）
施設整備等収入計（４）
施設整備等支出計（５）
施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５）
財務収入計（７）
財務支出計（８）
財務活動資金収支差額（９）＝（７）－（８）

前期末支払資金残高（１２）
当期末支払資金残高（１１）＋（１２）

流動負債
固定負債
負債の部合計

71,849,387
0

71,849,387

78,051,279
10,018,000
88,069,279

（自）平成24年4月1日（至）平成25年3月31日 （単位：円）

＜貸借対照表＞ 平成25年3月31日現在 （単位：円）

＜財産目録＞ 平成2４年3月31日現在（単位：円）

（単位：円）（自）平成24年4月1日（至）平成25年3月31日

流動資産
固定資産
基本財産
その他固定資産

資産の部合計

289,356,550
66,449,238
5,000,000
61,449,238

355,805,788

Ⅰ．資産の部
　１．流動資産
　２．固定資産
　　  資産合計
Ⅱ．負債の部
　１．流動負債
　２．固定負債
　　  負債合計
差引純資産

289,356,550
66,449,238
355,805,788

149,900,666
10,018,000
159,918,666
195,887,122

134,173,190
54,892,788
5,000,000
49,892,788

283,530,842

155,183,360
11,556,450

0
11,556,450

166,739,810

基本金
その他の積立金
次期繰越経営
活動収支差額
（うち当期活動収支差額）
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

5,000,000
37,686,000

153,201,122

78,670,531
195,887,122
355,805,788

5,000,000
37,686,000

74,530,591

38,614,020
117,216,591
189,065,978

0
0

78,670,531

40,056,511
78,670,531
166,739,810

資産・負債の内訳 金額

法人名　社会福祉法人堺市社会福祉事業団

福祉サービスに関する苦情解決システム解決結果の公表
　平成２４年度の苦情申し立て件数：０件

1,757,622,097
1,622,839,276
134,782,821

0
6,802,740
－6,802,740

0
10,018,000
－10,018,000

0
117,962,081

  
62,323,803
180,285,884

1,539,458,694
1,460,809,590
78,649,104
218,163,403
217,950,000

213,403
78,862,507

0
191,976
－191,976
78,670,531
74,530,591
153,201,122

0
0
0
0

153,201,122

149,900,666
10,018,000
159,918,666

事業団NEWS

平成２４年度堺市立健康福祉プラザ運営事業報告

＝重点目標＝

　平成２４年４月に、堺市立健康福祉プラザ（以下「プラザ」という）は障害者（児）をはじめ多くの市民の期待を担い、開所しました。この１年間、指
定管理者に与えられた業務である障害者の社会参加と充実した地域生活を支援し、合わせて市民との交流を通じて相互理解を深めるための機会
づくりにまい進してきました。
　共同事業体を構成する３団体の内、当事業団が担当する業務は市民交流センター事業（授産活動支援センターを含）、生活リハビリテーション事
業、そして施設全体の維持管理業務とプラザに入る各施設間の連絡調整が主な内容です。これらの業務に対し、平成２４年度事業計画に基づき着
実に実施することはもちろん、さらに下記５点の重点目標を全職員に徹底し、節々で到達点を明らかにしながら、業務を進めてきました。

①利用促進と利用満足度。
②人材育成。
③連携強化。
④効率性の追求。
⑤多様な事象を想定した安全管理体制の構築。

平成25年度 運営方針
内容はホームページに掲載していますのでご覧ください。
http://www.scswa.jp/

社会福祉法人
堺市社会福祉事業団

平成25年度

運 営 方 針

指定管理者

～利用者のみなさまへの約束～
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堺市立南こどもリハビリテーションセンター

堺市立えのきはいむ

事業団事務局（南リハ内）TEL072-294-7942　FAX072-298-2032

第1・第2つぼみ園　　　 TEL072-299-2031
つぼみ診療所　　　　　TEL072-294-7941
親と子の療育支援センターおおぞら（南相談室）
　　　　　　　　　　　TEL072-294-7943

堺市立北こどもリハビリテーションセンター
第1・第2もず園　　　　 TEL072-279-0500
もず診療所　　　　　　TEL072-279-3768
親と子の療育支援センターおおぞら（北相談室）

堺市立健康福祉プラザ

編／集／後／記

社会福祉法人 堺市社会福祉事業団

TEL072-244-4133

　先日、放課後児童対策事業（のびのびルーム）の指導員の先生と話す機会がありました。子どもたちは、授業を終えて自宅に帰る
まで過ごす貴重な場所です。宿題をしたり、ホッと休憩したり、学年をこえてクラスとはまた違った環境で過ごしています。先生は一
人ひとりの学校の出来事を思い浮かべながら声をかけていますと話されていました。事業団は、これまで「発達障害の理解と対応」
をテーマに、のびのびルームの先生方を対象にした研修会を５年前から担当させていただいています。延べ２０回以上になります。支
援を考える際は子どもの『困り感』を正面から受け止めながら、子どもの「生活」「発達」「障害」全体を捉えて家族も含めてみんな
で対応策を考えていこうと話し合っています。
　さて、児童発達支援センターでは今年度から「障害児相談支援事業」や「保育所等訪問支援事業」を開始し、いろいろなご相談を
寄せていただいています。悩み事は一人で抱え込まず、気軽にご相談ください。全力でお応えしていきたいと考えています。

（髙橋施設部長）

市民交流センター　　　　ＴＥＬ072-275-5017
スポーツセンター　　　　ＴＥＬ072-275-5029
視覚・聴覚障害者センター　ＴＥＬ072-275-5024
生活リハビリテーションセンター　ＴＥＬ072-275-5019
発達障害者支援センター　ＴＥＬ072-275-8506

平成25年8月18日（日）　堺市立健康福祉プラザ 3階 大研修室
「高等学校における支援～発達障害の理解と対応～」　

今後の
講演会

講師：大阪大谷大学教育学部
　　　教授　小田　浩伸氏

　発達障害が広く知られるようになって発達障害と判明し、支援の対象となる人がひろがりつつある。発達障害のある
方は周囲の環境やその障害の特性から、言葉使いや行動を理解してもらえなかったり、誤解されてしまい、心が傷つく
ような体験にさらされてしまうことが多い。その体験がトラウマになることもある。本人のペースを大切にすること、
可能な限り環境を調整することで、まずは傷つかないようにし、トラウマから守っていくことができる。そうした中で信
頼関係を築き、何かあった時には相談できるようにしていくことで、本人にあった支援をしていくことが可能になる。
発達障害のある当事者や家族はストレスを感じる状況も多いが上手にストレスコントロールしていくことが重要となる。
周りに支えられながらさまざまな感情を共有していくことでストレスをコントロールすることが可能になる。支援者の
役割とは、本人の強み、弱みを一つでも多く知り、成功体験を一つでも多く増やせるような支援をしていくことであり、
当事者が自分で決めたことを支援を受けながら実現する自立に向かえるように支えていくことである。

　平成25年7月28日（日）、東文化会館フラットホールで、「さかい発達障害セミナー
2013」を開催しました。当日は130名を超える大勢の方のご参加がありました。
　今回は「豊かな人生を生きる　～青年・成人期の課題と包括的支援～」をテーマに、兵
庫県こころのケアセンターの副センター長兼研究部長の亀岡智美先生をお招きし、講演
していただきました。
　講演では、発達障害とトラウマについて分かりやすい説明とともに、発達障害のある方
を支援している人たちの関わり方のポイントについてもたくさんお話いただきました。

・スキルアップ、今教えておかなければ将来困る…今、あせっていた私の気持ちそのものでし
た。傷つけないこと。気持ちの共有。大切にしていきます。　　　　　　　　　　（家族）

・ストレス・トラウマへの支援という視点からのお話が、新しい視点から発達障害の人と向き
合う方法を考え直すことができてよかったです。　　　　　　　　　　　　（教育関係者）

・支援していく中で、相手を肯定していくことの大事さを教えていただきました。（教育関係者）

・年齢に応じた対応・支援の話から青年期における支援者の関わり方、また、これまでの支
援とは異なった視点を教えてもらえ、非常に実りの多い講演でした。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福祉関係）

アンケートより

さかい発達障害セミナー2013

豊かな人生を生きる
－青年・成人期の課題と包括的支援－

講師：兵庫県こころのケアセンター
　　　副センター長兼研究部長
　　　亀岡　智美氏

講演会＆セミナー
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